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（久野注，財政一覧表）の右方に純益
五拾円とある嫁これ損葦靭寒の左方
損失金額と，その右方即ち利益金額
比較して右方の多き差額即あ純益高
号す而してこれ必尭この商人の当初
ける資本額五千円のこの十日間に於
営業上の純利益に帰因して更に増加
る金高なれぽこの人の現在の資本高
の両金額の合計即ち金五千五百五拾
りこれ本表右方の最下位に記録さ5
れ
金額の解釈なりとす　而して更にこ
益金高五百五拾円は加何にして得た
額なるや翫知らんとならぽ惣勘定表
野注，総勘定元帳）中の損益なる勘定
に就き，及ひ仕訳表（久野注，仕訳日
）に遡りて之を検出することを得べ
その一例を示すときば左の如し而し
表は普通に之を損益表と称す　
を作るに当りて各損失及利益を生じ
理由は仕訳表に遡りて之を求めざ
るべからざるの一事は多少煩労に属す是
を以て以下諸例題の解説に当りては惣勘
定表中損益勘定に限りてはその双方の摘
要欄内に損失若くは利益の理由を記録す
ることとし他の諸勘定の場合に於けるが
如く該欄内に相反する他の勘定科目を記
載することは之を省きたり
　明治36年3月刊の本書で，「貸借対照表」
および「損益計算書」という今日ではおなじ
みの用語を採用していないのは何故かとか，
あるいは，対照（表）とはいわゆる「貸借対
照表」には限らぬ，損益（の）対照表でもよ
かろうに，何故に損益計算書というのか。そ
もそも一方を「表」といい一方を「書」という
のでは，不揃いであるとか，あるいは，現に
ドイツ語では，Verm6gensbilanzとErfol・
gsbilanzと使い分けるではないかとか，広義
の場合にBilanzといってもよいが，狭義な
らぽ，むしろVerm6gensbilanz（パッソ＿），
Inventarbilanz（ライトナー），　Besttindbilanz
（ニクリッシュ）というべきところであるとか，
あるいはまた，（資産）が借方項目で，（負
債）が貸方項目なら，貸借が左右に対照し
てはいないのであるから，むしろ「借貸対照
表」ではないかとか，「貸借対照表」なるも
のは，そもそも，左右の対照関係からみて英
国式の形式を前提としている（という高名な
某会計学者の誤説）とか，「借貸対照表」では
語呂が悪いからだとか，まあとにかく珍説・
迷答の百出するところではあるけれども，逐
一とり上げて治革史的に論じ，会計史並に法
制史にかかわる論議をしないと，ことごとく
は解明できない論題であるが，本稿ではいっ
さい取扱わないことにし，拙見については，
すべて拙著『新版・財務諸表制度論：制度の
沿革・現状・課題』（同文舘刊）にゆずる。た
だ一言，「損益表」と「損益計算書」につい
てだけ簡単にのべる。現行商法の母法となっ
た明治32年改正商法で，はじめて「損益計
算書」という用語が登場してくるが，それ以
前の一般の実務界では，「損益表」という用
語がある程度すでに普及していた。損益計算
書という商法用語は，明治23年原始商法に
おける「計算書」という商法用語と，会計用
語としてある程度すでに普及していた「損益
表」との合成語であると，筆者（久野）は推
定している。また，あえていわしてもらえぽ，
「貸借対照表」という用語よりは，前頁に示
した東氏の「財政一覧表」の方が適切である
し，「損益計算書」よりも「損益表」の方が，
一そうすっきりしており，一方が「表」で他
方が「書」であるよりも，両表としての平灰
も合っているように思う。
　簿記の目的を「一時点における財産（政）
の状態を確定する（一目明瞭ならしむる）」
（前掲）ことに求めていること。財産に積極・
消極の概念をあてはめ，かつ，両者のnet，
rein，「正味」，「差引」，「純」たる計算値とし
ての「資本（高）」という抽象概念を確立して
いること。この「正味高」たる資本に関し，
「便利上之を資本勘定と損益勘定との二種類
に大別」（前掲）していること。これらは，す
べて資本等式（説）に特有で不可欠の諸要件
であることを，再びここに強調しておきた
いo
VI。　結 語
　くりかえすことになるが，筆者（久野）が
とくに強調したい主意を，要約してのべる。
「資本等式」（Capital　Equation，　Kapital．
gleichung），勘定理論の側面からいえばいわ
ゆる「物的二勘定系統説」（Zweikontenrei・
hentheorie），会計主体論の側面からいえば
いわゆるProprietorship　Theory（proprietor
Theory，資本主理論，という用語法は，必ずしも
正確ではない。その理由については1．の②です
でにのべた），これらの存在を我国の簿記・会
計人に知らしめたいのは，ハットフィールド
資本等式（説）の系譜と課題（久野）
（H．R．　Hat丘eld，　Modern　Accounting，
1909．）であるという。おそらくそうであろ
う。而してハットフa一ルドは，その自著で，
とくに，ジョーンズ（T．Jones，　The　Princi・
ples　and　Practice　of　Book－keeping，　etc．，
1841．）とスプラーグ（C．E．　Sprague，　The
Philosophy　of　Accounts，1907．）の二人の
自国人およびシェヤー（Johann　Friedrich
Schtir）の名をあげている。シェヤーの場合
は彼のVersuch　einer　wissenschaftlichen
Behandlung　der　Buchhaltung，　Basel，1890．
である。シェヤーの主著Buchhaltung　und
Bilanzは，この時（1909年）は未刊で，そ
の刊行は1914年であった。
　ハヅトフィールドには，その祖述者吉田良
三教授『会計学』（明治43年，1910年）があ
り，訳書としては海老原竹之助訳『最近会計
学』（大正元年，1912年）があった。
　シェヤーには，その祖述者で自著『簿記原
理』（大正11年，1922年）の「序言」の一部
に「而して夫れはSchtirの学説に拠ったも
のである。…（中略）…併しながら此の事は直
に本書がScharの著書の訳書であるという
意味ではない」とまで記述した上野道輔博士
があり，訳書としては林良吉訳『会計及び貸
借対照表』（大正14年，1925年）があった。
ことに，吉田，上野の両博士は，ともに一時
代を画する会計（学）界のリーダーであった。
資本等式（説）の影響がわが国で深刻なるこ
ともまた，当然の成りゆきであった。
　筆者（久野）自身，内外の現在の簿記・会計
テキストでA－P＝K（あるいは英語でA－L
＝C）に接すること実にしぼしばであった。
　ひるがえって考えると，資本等式が部分
（の総和）と全体との関係で成立する数学的公
理を土台とするといっても，その等式（関係）
は，所定の時点における財産（政）の状態を
示すという“static”なものであり，．かつ，
この場合，「財産ないし財政」について，必
ずしも明確な「定義」がなされているとは限
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らないのである。より根元的な課題としては，
数学的公理そのものを，簿記・会計の基本原
理と見あやまらせる危険を常にはらんでいる
ように思える。数学的公理を応用して簿記・
会計の本質の解明に役立てるというのならま
だしものこと，数学的公理そのものを簿記・
会計の基本原理であると錯覚するならぽ，そ
れはまさしく，本末を転倒するものといわざ
るを得ない。
　資本等式（説）の出現は，とくに，わが国
の場合では，前掲の訳者林教授もいわれてい
るように，まさに画期的なものであり，筆者
（久野）をしていわしめるならぽ，当時の会計
界にとって衝撃的ですらあったように思う。
しかし，それは，あくまでも，“approach　to
education”つまり簿記の「教授（学習）法」
として，“rote　and　rule”apProachに代わ
るものとして，有意義であっ，たとするにとど
まる。あるいは，とどめるべき性質のもので
あると考える。
　資本等式，あるいは貸借対照表等式ないし
持分等式（資産＝他人持分＋自己持分）これら
は，すべて本来的に“static”（静的）なもの
であり，もともとベニス簿記以来の商人簿記
の“dynamic”な伝統としてのな損益計算志
向と根本的に相容れない資質をもっていると
考えざるを得ない。従って，これらが，“rote
and　rule”apProachに代る簿記の「教授（学
習）法」としての側面に限定して考えるとし
ても，今後に慢然と継承されるべき性質のも
のではない。
　とくにわが国の場合，一般的な傾向とし
て，会計学（財務会計）のテキストの類は，
概して，動態的な記述がなされているのに反
して，簿記のテキストの類は，依然として，
資本等式その他によっていわゆる「簿記の原
理」を解説する場合が圧倒的に多い。従って，
両領域のテキストの類を通覧する学習老は，
殆んどその去就に迷わざるを得ないのが現状
ではあるまいか。
　後憧に鰹の根跡をとどめないようになって
し＄った薦瞬古典薄記書におゆる資本等弐の
命運，着実に継漂さ蜘ていった米国にみられ
た資本等式⑰突溌，あるい幡，ハッ患フィー
ルドやシェヤーによってわが国に細奔さ洗隆
盛をみた資本等式の現状，これらの際立って
対照的な現象は，果して何を物語っているの
であろうか。誠に興朱ある命題である。にわ
かに結論を出し難いが，筆者（久野）の児解
あるいはそのヒント（らしきもの）は，すでに
本稿の全般を通じて示唆しておいたつもりで
ある。　　　　　　　　　　　　（以上）
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